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1 は じめ に

山形県では、転作作物の本作化に伴い大豆の作付け面

積が増加している。面積拡大に対応し維持定着していく

ためには、より省力で規模拡大が可能な栽培体系が必要

となっている。そこで、中耕・培土作業の省略とコンパ

イン収穫時の作業性向上、品質保持を目的として多条播

無培土栽培を検討している。本報では、多条播無培土栽

培の実用化を図るため、適正栽植密度の検討を行つた。

1 試 験 方法

試験1 株間による栽植密度の検討

(1)実施場所 :農試圃場 (転換2年 目、前作そば)

(D耕種概要

1)供試品種 :タチユタカ

2)播種日 :5月 28日

3)播種法 :耕起後、トラクター装着アッフ
・カットロタリ■クリン

シ‐夕
°
で播種。

4)栽植密度 :各施肥区ごとに

①l,200本 /a(条間60cln× 株間27cm、 2粒播種)

②2,OCXl本た (条間60cm×株間17cm、 施 播種)

5)病害虫防除 :慣行による

試験2 条間による適正栽植密度の検討
(1)実施場所 :河北町西里 (転換2年目、前作そば)

(2)耕種概要

1)供試品種 :タチユタカ

2)播種日 :6月 1日

3)播種法 :試験1に準じる

4)栽植密度 :各施肥区ごとに

①条問60cm×株間22cIIl(一行程3条 1,500本/a)

②条間60cm×株間17cm( 〃 3条2,000本 /a)
③条間うcnl×株間22cm( ″ 4条2,000本a
④条間35cnl×株間28cm( 〃 5条 2,000本 /a)
いずれも2粒播種

5)施肥体系 :N‐ P‐K:0303‐ 03(kgた )

6)病害虫防除 :慣行による

<多条播無培土栽培模式図>

慣行栽培

多条播無培土栽培

3 試験結果及び考察

試験 1

本県では、大豆多条播無培土栽培について、蔓化、倒

伏しにくく、最下着爽高が高い「タチユタカ」を適応性

が高いとしているい。この品種を用い一般的な培土栽培

における栽植本数1,200本/aと 、それより密植にした2,0

00本 /aで検討した。密植区は生育初期から生育量が多く

なり、条間の被覆も早まった。競合が早くから始まった

ことにより草丈が長くなり主茎長も長くなったが、倒伏

は見られなかった。各区の収量及び収量構成要素につい

て t検定を行った。その結果、最下着葵高、茎径、稔実

業数、子実重で有意な差が見られた (図 1)。

このことから、大豆多条播無培土栽培において栽植密

度を慣行より密植にすることにより、ポ当たり薬数が増

加し、増収効果がみられた。また、最下着爽高が高くな

り、茎の太さが細くなるため、コンバイン収穫に有利で

あると考えられる。

試験 2

多条播無培土栽培では、慣行より条間を狭めることが

可能になるため、条間を変えた場合の検討を現地ほ場で

行つた。開花期の生育では競合が早く始まった条FF4860cm

(3条 )区で草丈、主茎長がやや長くなり、分枝数が少

なくなった。収量及び収量構成要素では、条間45cm(4

条)区が最も収量が高かった。条間60cm(3条 )区では

分枝数が少なく総爽数がやや少なくなったこと、条間35
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cm(5条)区では節当たりの着薬数が少なく総爽数が少

なかったことから条問60cm(4条)区より劣ったが、収

量レベル的には40kg以上と高かつた (表 1)。

また、条間60cm(3条)区の場合、2000本/aで株間が

かなり狭くなることから1500本/a播種でも検討したが、

収量性はいずれも差が見られず、主茎長がやや長くなる

分、1500本/a播種の方が倒伏の危険が少ないと考えられ

る (表 1)。

これらのことから、211C10本 /aの栽植密度では畦幅

45cm(4条 )が最も適するが、機械条件、圃場条件によ

つては、畦間の条間を35cm(5条 )か ら条間 60cm(3条 )

までは変えることも可能と考えられる。ただし、60cm

条間では、栽植密度を 1500本 /aまで下げた方が倒伏の

危険性が少ない。

4ま と め

大豆多条播無培土栽培において、「タチユタカJを用
い栽植密度の検討を行った。栽植密度を慣行栽培 (121Xl

本が より密植 (1500～ 2000本 /a)にすることにより、

業数が増加し、増収効果がある。また、最下着薬高が高

くなり、茎の太さが細くなるため、コンバイン収穫に有

利である。

大豆多条播無培土栽培技術については、培土による表

面排水、培土期迫肥ができない点や、培土による雑草防

除効果の補完技術、千ばつ時の潅水技術等の解決しなけ

ればならない課題がある。
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図 1 大豆多条播栽培における収量・葵数・最下着葵高・茎径の栽植本数による特徴
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表 1 現地における大豆多条は栽培の生育・収量 (河北町西里 )
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